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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

４
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

鈴
木
哲
也
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
口
腔
保

健
工
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
顎
堤
吸
収
の
著
し
い
下
顎
無
歯
顎
症
例
へ
の
対
応
」

よ
い
義
歯
と
だ
め
な
義
歯
を
分
け
る
７
つ
の
ル
ー
ル

社
保
講
習
会

日
時　

４
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
２
年
４
月
版
）」
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

返
戻
事
例
と
突
合
・
縦
覧
点
検
、算
定
日
記
載
に
よ
る
審
査

日
時　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

講
師　

 

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
准
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
０
０
０
円
）
を
配

布
、『
修
了
証
』
を
発
行
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

第
51
回
定
期
総
会　

市
民
公
開
講
演
会

日
時　

 

５
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時
（
開
場
は
午
後

２
時
45
分
）

会
場　

 

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
21
階
「
ス
ノ
ー

ベ
リ
ー
」
の
間
（
Ｊ
Ｒ
「
難
波
」
駅
徒
歩
１
分
）

定
員　

１
５
０
人

講
師　

 

孫
崎
享
氏
（
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
、
元
防
衛
大

学
校
教
授
）

会
費　

無
料
※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

戦
後
史
の
タ
ブ
ー
に
迫
る
！

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
総
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

講
師　

小
野
塚
實
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

「
良
く
噛
ん
で
食
べ
る
。噛
め
ば
脳
が
若
返
る
。」

成
績（
脳
力
）ア
ッ
プ
、ス
ト
レ
ス
解
消
、脱
メ
タ
ボ

　

３
月
31
日
に
開
か
れ
た
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
の
発
足
７
周
年
記
念
「
原
発
と
憲
法
９
条
を
考
え
る

市
民
公
開
講
演
会
」
で
同
会
世
話
人
・
門
奈
丈
石
氏
が
行
っ
た
閉
会
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
。

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
安
倍
首
相
が
交
渉
参
加
を
正
式
表
明
（
３

月
15
日
）
し
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
の
戸
井
逸
美
政
策
部
長
は
、「
交
渉
参
加
表
明
に
抗

議
し
、
撤
回
を
求
め
る
」
談
話
を
発
表
し
た
。
全
文
を
紹
介
す
る
。

９
条
守
る
運
動
、改
憲
阻
止
に

９
条
守
る
運
動
、改
憲
阻
止
に

力
合
わ
せ
進
も
う

力
合
わ
せ
進
も
う  　
　
　
　

　
　
　
　

　

安
倍
晋
三
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
を
表
明
し
た
。
安

倍
首
相
は
「（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
参
加
し
て
も
）
守
る
べ
き

も
の
は
守
る
」
と
言
う
が
、

日
米
首
脳
会
談
で
発
表
さ
れ

た
共
同
声
明
で
は
「
す
べ
て

の
物
品
が
交
渉
参
加
の
対

象
」
で
あ
り
、
関
税
・
非
関

税
障
壁
の
撤
廃
を
原
則
と
す

る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
」
を
「
確
認
す
る
」
と
宣

言
し
て
い
る
。「
守
る
べ
き

も
の
が
守
れ
な
い
」
の
が
Ｔ

規
参
加
国
は
す
で
に
交
渉
に

参
加
し
て
い
る
国
が
合
意
し

た
条
項
を
交
渉
し
直
す
こ
と

は
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
９
カ
国
で
合
意

し
た
こ
と
の
丸
呑
み
を
迫
ら

れ
る
。
大
阪
府
歯
科
保
険
医

制
度
を
崩
壊
に
導
く
危
険
な

中
身
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　

一
つ
は
、
公
的
保
険
で
使

え
る
薬
価
が
高
騰
す
る
問
題

で
あ
る
。
医
薬
品
を
め
ぐ
っ

て
は
、
医
薬
品
の
特
許
保
護

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
う

し
た
特
許
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
先
進
的
な
治
療
法
の
価

格
は
高
騰
し
、
保
険
適
用
の

対
象
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
で
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
「
医
療
へ

の
営
利
企
業
の
参
入
解
禁
」

に
よ
っ
て
、
医
療
の
安
全
軽

視
や
不
採
算
部
門
の
削
減
、

所
得
に
よ
っ
て
患
者
が
選
別

さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
米
国

で
は
医
療
が
も
う
け
の
対
象

と
さ
れ
、
お
金
が
な
け
れ
ば

ま
と
も
な
医
療
が
受
け
ら
れ

な
い
。
日
本
の
医
療
を
こ
の

よ
う
な
米
国
流
の
市
場
原
理

に
さ
ら
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

は
「
国
民
皆
保
険
」
と
は
両

立
し
え
な
い
。

　

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
に
は
重
大
な
主
権

侵
害
の
仕
組
み
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
企

業
が
進
出
先
の
政
府
か
ら
法

律
や
規
制
で
損
害
を
受
け
た

と
み
な
し
た
場
合
、
提
訴
す

る
こ
と
も
で
き
る
制
度
（
Ｉ

Ｓ
Ｄ
条
項
）
だ
。
先
進
医
療

の
保
険
収
載
や
公
的
薬
価
の

引
き
下
げ
を
、
保
険
会
社
や

製
薬
会
社
が
損
害
を
被
る
と

い
う
理
由
で
訴
え
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
外
国
企
業
の
言
う
と
お

り
の
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
医
療
、
農
林
水

産
業
、
雇
用
、
食
の
安
全
な

ど
、
日
本
の
経
済
主
権
・
国

民
生
活
を
米
国
の
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
に
と
っ
て
有
利
な
基

準
に
変
え
、
国
民
生
活
を
破

壊
す
る
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協

会
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対

す
る
国
民
的
な
運
動
の
一
翼

を
担
っ
て
全
力
を
尽
く
す
。

「
国
民
皆
保
険
」を
崩
壊
に
導
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
表
明
に
抗
議
し
、撤
回
を
求
め
る

２
０
１
３
年
4
月
９
日　

政
策
部
長　

戸
井　

逸
美

閉会あいさつし、改憲阻
止の運動を呼びかける門
奈氏＝３月31日、エルお
おさか

核
廃
棄
物
は
未
来
へ
の
危
険
な
ツ
ケ

核
の
恐
怖
な
い
社
会
へ
廃
絶
を
目
指
そ
う

ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
で
き
る

国
に
な
る
こ
と
が
幸
せ
か

日
本
国
憲
法
の
精
神
生
か
し

自
主
・
独
立
・
国
際
協
調
に
徹
し
よ
う

生
か
し
、
自
主
・
独
立
・
国

際
協
調
に
徹
し
、
９
条
の
普

及
に
努
め
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

こ
と
あ
る
ご
と
に
右
翼
勢

力
と
メ
デ
ィ
ア
は
一
体
に
な

っ
て
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
煽
り
改
憲
勢
力
を
勢
い

づ
か
せ
る
報
道
や
行
動
が
目

立
つ
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
、
９
条
を
守
る
運
動
即
ち

改
憲
阻
止
に
力
を
合
わ
せ
進

も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
日
は
、
平
和
利
用
と
軍

事
利
用
は
同
じ
で
あ
る
こ
と

や
核
利
用
と
憲
法
と
の
問
題

な
ど
詳
し
く
ご
解
説
い
た
だ

い
た
小
出
先
生
、
美
声
に
し

ば
し
の
憩
い
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
グ
ジ
ー
様
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
、
閉
会
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
守
政
治
家
や
大
手
マ
ス

コ
ミ
は
口
を
開
く
と
「
日
本

と
ア
メ
リ
カ
は
価
値
観
を
共

有
し
て
い
る
」
と
言
い
ま
す

が
、
建
国
以
来
戦
争
に
明
け

暮
れ
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
日

本
国
憲
法
の
下
で
、
戦
で
人

を
殺
め
た
こ
と
の
な
い
日
本

と
で
は
「
戦
争
・
平
和
・
人

命
」
に
対
す
る
価
値
観
は
、

ま
っ
た
く
掛
け
離
れ
て
い
る

の
で
す
。
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ

と
一
緒
に
な
っ
て
戦
争
の
出

来
る
国
に
な
る
こ
と
が
、
我

が
国
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
犠
牲

と
引
き
換
え
に
平
和
主
義
に

徹
し
た
憲
法
を
手
に
入
れ
、

戦
後
、
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
な
く
平
和
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
武
力
の
先
に
平

和
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
、
国
際
社

会
に
貢
献
す
る
道
な
の
で
し

ょ
う
か
。
今
、
本
気
で
考
え

る
時
が
き
た
と
思
い
ま
す
。

購
入
し
た
40
年
前
か
ら
「
原

発
批
判
の
立
場
」
を
貫
く
核

工
学
者
・
小
出
先
生
が
お
ら

れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
春
爛
漫
の
休
日
で

ご
予
定
も
あ
る
中
、
大
阪
医

科
歯
科
九
条
の
会
発
足
７
周

年
記
念
講
演
会
に
ご
来
会
の

上
、
最
後
ま
で
の
ご
清
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
安
全
神
話
」
の
上
に
築

話
」
は
作
り
話
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
和
利
用
の
名
の
下

に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
原
発
を

　

現
在
、
世
界
に
軍
隊
を
持

た
な
い
国
は
27
カ
国
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
実
を
ふ
ま

え
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
を

か
れ
た
原
発
が
危
険
な
代
物

で
あ
る
こ
と
を
少
し
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
住
民
は
故

郷
を
追
わ
れ
、
あ
て
も
な
く

さ
ま
よ
い
な
が
ら
倒
れ
て
い

く
家
畜
な
ど
、「
死
の
町
」

と
化
し
た
現
実
に
「
安
全
神

Ｐ
Ｐ
参
加
で
あ

る
。
し
か
も
、
遅

れ
て
参
加
す
る
日

本
は
す
で
に
合
意

さ
れ
た
条
項
を
知

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
上
、
新

協
会
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

表
明
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
参
加
表
明
の
撤
退
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
取
引
が
対
象
と
な
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
は
、「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
必
要

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
国
民
皆
保
険

の
強
化
や
各
国
政
府
の
薬
価

決
定
過
程
に
製
薬
会
社
を
参

入
さ
せ
る
こ
と
が
協
議
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
米
国
が

要
求
し
て
き
た
も
の
で
、
こ

う
し
た
米
国
の
製
薬
会
社
の

利
益
を
保
証
す
る
仕
組
み
が

押
し
付
け
ら
れ
れ
ば
、
新
薬

・
後
発
薬
品
の
価
格
が
高
騰

し
、
必
要
な
薬
が
公
的
保
険

の
対
象
か
ら
外
さ
れ
か
ね
な

い
。
薬
価
だ
け
で
な
く
、
米

国
は
手
術
な
ど
の
医
療
技
術

な
ど
も
特
許
法
の
対
象
と
す

　

核
の
利
用
は
、
元
々
軍
事

目
的
で
開
発
さ
れ
た
技
術
で

す
か
ら
破
壊
力
が
重
視
さ
れ

て
当
然
で
す
。
ま
た
、
核
廃

棄
物
の
最
終
処
理
は
簡
単
な

こ
と
で
な
く
、
現
在
の
人
智

で
は
、
制
御
不
能
の
怪
物
で

あ
り
、
未
来
に
向
け
て
「
結

な
れ
ば
廃
絶
で
き
な
い
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。
核
の
恐
怖

か
ら
逃
れ
平
和
で
安
全
な
社

会
に
す
る
た
め
に
も
、
そ
の

廃
絶
を
目
指
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

果
の
見
え
な
い
危
険
な
ツ

ケ
」
を
増
や
し
続
け
て
い
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
核
と
人
類
の
共
存
」
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

言
う
ま
で
も
な
く
原
発
・
原

爆
は
、
ヒ
ト
が
作
り
だ
し
た

も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
気
に


